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下郷町青少年育成町民会議だより

平成 30 年度総会、地区推進委員・役員、子ども避難の家

News from
townsman meeting

2018.8.1

№153

だ
よ
り

　

４
月
27
日
（
金
）
下
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
各
育

成
会
長
・
地
区
推
進
委
員
を
は
じ
め
関
係
団
体
の
代
表
者
の
出
席

の
も
と
、
平
成
30
年
度
下
郷
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

会
長
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
星　

敏
惠　

教
育
長
が
新
た
に
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

下
郷
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
毎
年
４
月
初
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
各
育
成
会
・
各
小
中
学
校
・
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
会
に
表
彰
者
の
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
総
会
報
告

学
校
経
営
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

旭
田
小
学
校
　
遠
藤
　
修
一
　
校
長

江
川
小
学
校
　
讃
岐
　
憲
三
　
教
頭

楢
原
小
学
校
　
渡
部
　
憲
生
　
校
長

下
郷
中
学
校
　
長
沼
　
敬
貴
　
校
長

　

町
民
会
議
総
会
に
お
い
て
、町
内
各
学
校
か
ら
の
学
校
経
営
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
学
校
が
地
域
の
方
々
も
集
ま

る
中
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
達
を

育
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
を
各
校
長
・
教
頭
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▲楢原小学校　渡部　憲生 校長 ▲下郷中学校　長沼　敬貴 校長

▲旭田小学校　遠藤　修一 校長 ▲江川小学校　讃岐　憲三 教頭
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平成 30 年度　地区育成推進委員会

平成 30 年度 下郷町青少年育成町民会議役員

役職名 氏   名 所 属・役 職 名
会長 星　　敏惠 教育委員会教育長

副会長

星　　正平 三ツ井育成会

佐藤　勇平 大松川育成会

渡部　道夫 芦の原育成会

監事

猪股　芳文 倉水育成会

室井　正 南倉沢育成会

五十嵐　義樹 田代育成会

啓発部長 長沼　常雅 社会教育委員会議長

環境浄化部長 室井　眞夫 老人クラブ会長

補導部長 渡部　晃一 下郷中ＰＴＡ会長

幹事

只浦　孝行　 教育委員会事務局

玉川　清美 〃

佐藤　啓太 〃

所属及び役職 氏  名 

倉村育成会長 渡部　正人

楢原育成会長 星　　信太郎

刈林育成会長 児山　正己

姫川育成会長 星　　忠宏

成岡育成会長 渡部　剛

板萩育成会長 星　　文雄

小池育成会長 渡部　輝雄

倉水育成会長 猪股　芳文

三ツ井育成会長 星　　正平

新開育成会長 星　　文久

戸赤育成会長 星　　隆雄

中山育成会長 渡部　榮一

弥五島育成会長 芳賀　芳徳

橋坂育成会長 浅沼　伊與吉

塩生育成会長 阿部　剛一

檜原育成会長 佐藤　武行

桃曽根育成会長 大竹　貫一

落合育成会長 星　　正喜

音金育成会長 星　　宗平

十文字育成会長 弓田　賢

鶴ケ池育成会長 室井　喜久男

南倉沢育成会長 室井　正

大松川育成会長 佐藤　勇平

小松川育成会長 佐藤　輝男

張平育成会長 佐藤　英勝

所属及び役職 氏  名 

中妻育成会長 佐藤　幸雄

水門育成会長 佐藤　量一

沢入育成会長 佐藤　守孝

湯野上育成会長 要　　泰

小野育成会長 星　　学

大沢育成会長 鈴木　清一

小出育成会長 五十嵐　俊和

沼尾育成会長 芳賀　優

白岩育成会長 湯田　盛男

雑根育成会長 筒井　勲

田代育成会長 五十嵐　義樹

芦の原育成会長 渡部　道夫

枝松育成会長 星　　芳一

大内育成会長 佐藤　節雄

社会教育委員会議長 長沼　常雅

下郷中学校長 長沼　敬貴

楢原小学校長 渡部　憲生

旭田小学校長 遠藤　修一

江川小学校長 川村　雅茂

しもごう保育所長 室井　和子

湯野上保育所長 横山　欣子

田島高校生徒指導主事 渡部　友幸

老人クラブ連合会会長 室井　眞夫

体育協会長 渡部　栄

文化協会長 馬場　誠三

所属及び役職 氏  名 

交通安全母の会代表 船木　和佳子

教育次長 只浦　孝行

少年補導員 五十嵐　浩

少年補導員 佐藤　壽一

少年補導員 星　　せき子

少年補導員 和田山　秀一

南会津警察署楢原駐在所 菅野　貴弘

南会津警察署湯野上駐在所 星　　一徳

民生児童委員会長 芳賀　善一

民生児童委員副会長 佐藤　洋子

民生児童委員副会長 玉川　美千代

民生児童委員 星　　学

民生児童委員 室井　榮子

下郷中ＰＴＡ会長 渡部　晃一

楢原小ＰＴＡ会長 稲本　健一

楢原小ＰＴＡ副会長 松矢　知恵子

楢原小ＰＴＡ副会長 星　　望

楢原小ＰＴＡ戸石川地区委員長 星　　多美子

旭田小ＰＴＡ会長 室井　俊之

旭田小ＰＴＡ副会長 弓田　武利

旭田小ＰＴＡ副会長 星　　吏

江川小ＰＴＡ会長 渡部　臣也

江川小ＰＴＡ副会長 星　　徳実

江川小ＰＴＡ副会長 渡部　千穂

江川小ＰＴＡ庶務 五十嵐　正夫

平成 30 年度 地区育成推進委員会・部会組織

１　地区推進委員会

２　部　　会

地区名 委  員  長 監  事

楢　原 三ツ井育成会長　星　　正平 倉水育成会長　　猪股　　芳文

旭　田 大松川育成会長　佐藤　勇平 南倉沢育成会長　室井　　正

江　川 芦の原育成会長　渡部　道夫 田代育成会長　　五十嵐　義樹

部  会  名 部  長

啓　　　　　発 社会教育委員会議長　　長 沼　常 雅

環　境　浄　化 老人クラブ会長　　　　室 井　眞 夫

補　　　　　導 下郷中ＰＴＡ会長　　　渡 部　晃 一

平成 30 年度 「子ども避難の家」緊急時連絡一覧表

★学校へ連絡する時は、子どもの在籍する学校へ連絡して下さい。

名　　　　　　　　称 電　話　番　号

南 会 津 警 察 署 楢 原 駐 在 所 ６７－２３２５

南 会 津 警 察 署 湯 野 上 駐 在 所 ６８－２２５９

南 会 津 地 方 広 域 消 防 署
下 郷 出 張 所

６７－３０１５
（緊急　１１９）

南 会 津 警 察 署 ６２－１１４０
（緊急　１１０）

医 療 法 人 正 生 会
佐 藤 医 院 ６７－２１３４

芳 賀 医 院 ６７－２１２８

下 郷 町 教 育 委 員 会 事 務 局 ６９－１１６６

学 校 名 電話番号 校長氏名 教頭氏名

旭田小学校 ６７－２３２８ 遠
えんどう

藤　修
しゅういち

一 阿
あ く つ

久津　聖
き よ こ

子

江
え が わ

川小学校
６８－２５０４
６８－２７７５ 川

かわむら

村　雅
まさしげ

茂 讃
さ ぬ き

岐　憲
けんぞう

三

楢原小学校 ６７－４０００ 渡
わたなべ

部　憲
の り お

生 児
こ じ ま

島　　敦
あつし

下郷中学校
６７－２１２６
６７－２１２７ 長

ながぬま

沼　敬
よしたか

貴 青
あ お た

田　 亮
りょういち

一
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楢原地区（５８世帯）

行政区 育成会長名 子ども避難の家

倉村 渡部　正人 室井　幸治 湯田　栄二 渡部　友之 渡部　幸彦 渡部　龍哉
楢原 星　　信太郎 湯田　昇一 星　　義夫 星　　康久 平野　旭　 阿部　純正
刈林 児山　正己 渡部　俊一 大竹　勝雄 浅井　卓二 大竹　豊美 佐藤　恵一
姫川 星　　忠宏 星　　力 渡部　壮一 猪股　昭郎 渡部　盛雄 荒井　義照 岩澤　修
成岡 渡部　剛 渡部　次男 渡部　一 松永　憲明 渡部　真一 佐藤　知明
板萩 星　　文雄 大竹　秀昌 半田　昭盛 渡部　幸範 星　　文雄
小池 渡部　輝雄 猪股　政博 児山　市衛 渡部　輝雄
倉水 猪股　芳文 猪股　謙喜 渡部　近雄 湯田　博 猪股　朋弘 星　　弘義

三ツ井 星　　正平 大竹　一明 星　　賢右エ門 星　　幸一 星　　正平
新開 星　　文久 星　　文久 星　　昭男
戸赤 星　　隆雄 渡部　義文 星　　丈夫 渡部　利男
中山 渡部　榮一 星　　日出男 渡部　洋文 渡部　榮一

弥五島 芳賀　芳徳 芳賀　芳徳 玉川　栄美 星　　一男 弓田　孝
橋坂 浅沼　伊與吉 星　　三夫 室井　豊吉 室井　豊行 星　　忠勝

平成 30 年度　下郷町「子ども避難の家」

（合計・１６4 世帯・４郵便局・６理容所・1 漁業組合）    （Ｈ３０．４．１８現在）　

「子ども避難の家」とは…
①知らない人に声を掛けられ、危険を感じたとき…
②知らない車に無理に乗せられそうになったとき…
③体の具合が悪い時やトイレに行きたいとき…

など、子どもの身を守るために「一時的に避難できる家」のことです。

江川地区（４６世帯）

行政区 育成会長名 子ども避難の家

湯野上 要　　泰 渡邊　徳吉 星　　芳昭 浅沼産業（株） 筒井　正行 芳賀　敏広
小野 星　　学 星　　豊平 星　　　勲 玉川　三郎
大沢 鈴木　清一 鈴木　國利 鈴木　清一 横山　清一 横山　喜久夫 横山　貴善
小出 五十嵐　俊和 五十嵐　俊和 五十嵐　浩 五十嵐　一男 芳賀　好行
沼尾 芳賀　優 芳賀　優 芳賀　寿 芳賀　正司 芳賀　善一
白岩 湯田　盛男 玉川　森男 白石　光史 湯田　修一 湯田　貞美
雑根 筒井　勲 筒井　勲 五十嵐　千代春
田代 五十嵐　義樹 五十嵐　精一 小山　新一郎 室井　健伺 五十嵐　ユキ子 五十嵐　義樹

芦の原 渡部　道夫 黒森　正敬 渡部　裕伸 小山　寅雄 小山　常喜 渡部　盛一
枝松 星　　芳一 星　　利雄 渡部　大吉 竹田　好吉 小山　信幸
大内 佐藤　節雄 鈴木　広美 佐藤　義孝 佐藤　幸二 阿部　公一 芳賀　芳吉

旭田地区（６０世帯）

行政区 育成会長名 子ども避難の家

塩生 阿部　剛一 湯田　英幸 児山　善光 室井 　芳典 星　　公夫 長嶺　克實 小山　敏喜
桧原 佐藤　武行 渡部　宇太郎 室井　善明 渡部　武良

桃曽根 大竹　貫一 児山　智一 玉川　徳夫 玉川　一郎
落合 星　　正喜 星　　茂十 星　　正憲 星　　健治 若杉　浩
音金 星　　宗平 弓田　功匡 室井　勇司 室井　春喜 弓田　秀雄 弓田　忠夫

十文字 弓田　賢 宮川　正美 渡部　明 室井　厚 平野　庄一 大井　光広 弓田　文明
鶴ヶ池 室井　喜久男 金子　政彦 伊藤　洋子 室井　喜久男 佐藤　重雄
南倉沢 室井　正 星　　英男 星　　徳男 室井　均 室井　正
大松川 佐藤　勇平 大竹　義則 室井　邦夫 佐藤　司 佐藤　壽一 室井　優 室井　勝男
小松川 佐藤　輝男 佐藤　輝男 佐藤　秀明 佐藤　盛雄
張平 佐藤　英勝 室井　節夫 渡部　好助 室井　文男 室井　眞夫
中妻 佐藤　幸雄 佐藤　隆美 佐藤　桂一 佐藤　昭一 佐藤　孝夫 佐藤　修一
水門 佐藤　量一 佐藤　量一 玉川　良男 飯沼　和彦 星　　新一郎 渡部　隆幸
沢入 佐藤　守孝 星　　源一 佐藤　寛

郵便局
　　　楢原郵便局　　局長　佐藤　岩男　　　　　　　　　旭田郵便局　　局長　佐藤　賢之介

　　　江川郵便局　　局長　五十嵐　浩　　　　　　　　　弥五島郵便局　局長　長沼　常雅

理容所
　　　理容あづま（我妻リツ子）

　　　阿部理容所（阿部得子）

荒井理容所（荒井昭子）

玉川理容所（玉川恵子）

星理容所（星美代子）

みき理容所（星美喜子）

南会津東部非出資漁業協同組合事務所
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水の事故
　◎川に行くときは必ず家の人に伝え、ひとりで、また子どもだけでは川に行かない。
　　たとえ水深が浅い場所であっても、転倒して溺れたりすることがあります。水遊び
をするときは必ず大人に付き添ってもらいましょう。

　◎必ず天候を確認しましょう。
　　川などに行く前に天気を確認し、悪天候が予想されるときは無理をせず、中止・
延期を検討しましょう。

　◎川の様子がいつもと違うときは近づくのをやめましょう。
　　次のような変化が見られたときは、川の水が急に増えるサインです。すぐに避難し
ましょう

　・上流（川が流れてくる方）の空に黒い雲がみえたとき
　・雷が聞こえたとき
　・雨が降り始めたとき
　・落ち葉や流木、ゴミが流れてきたとき

熱中症
　◎のどが渇いていなくてもこまめに水分補給をしましょう。
　　スポーツドリンクなどの塩分や糖分を含む飲料は水分の吸収がスムーズにでき、
汗で失われた塩分の補給にもなります。

　◎外出の際は涼しい服装で、帽子も着用しましょう。
　　衣服は麻や綿などの通気性のよい生地を選んだり、下着には吸水性や速乾性に
すぐれた素材を選ぶと良いでしょう。

　◎日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりをしましょう。
　　バランスの良い食事やしっかりとした睡眠をとり、丈夫な体をつくりましょう。体調
管理をすることで熱中症にかかりにくい体づくりをすることが大切です。

お知らせ＆情報

注意しよう！夏の事故2

早寝　早起き　朝ごはん！1

　「家読（うちどく）」は、「家
庭読書」の略語で「家族ふれ
あい読書」を意味し、「家族み
んなで読書をすることで家族
のコミュニケーションを深め
る」ことを目的にした読書運
動です。
　「家読（うちどく）」のやり方
は、子どもを中心に家族で同
じ本を読み、読んだ本の感想
を話し合うということです。
　読む本は自由ですが、「絵
本」をおすすめします。絵本な
らば短時間で家族全員が読
むことができ、絵の印象や物
語の感想など、語り合う話題
に多様性があります。また小
さなお子さんから世代を問
わず家族全員で、それもペー
ジを開きながら、ページごと
に感じたことを語り合うこと
ができます。大人が絵本に親
しむこともその人の人生を照
らしあう等、大切な意味の絵
本は教えてくれます。
　家族の絆をより一層深め
るために、この夏休みにぜひ
「家読（うちどく）」を行って
みてはいかがでしょうか。
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家読（うちどく）とは…

子どもが夜ぐっすり眠るための生活リズム 10 カ条

（１）朝、一定の時刻に早起きし、光を浴びる
（２）朝食を規則正しくとる
（３）昼間～夕方の運動量を増やす
（４）夕食は規則正しく入床２～３時間前にはすませる
（５）夜（8時以降）は明るいところには（コンビニ等）外出しない
（６）入浴は入床１～２時間前に行う
（７）テレビ、ゲームや携帯電話は入床１時間前はしない
　　脳への刺激と光が睡眠に悪影響を与える
（８）寝室は暗くする（入床30分前から部屋を暗くする）LEDはより注意が必要
（９）入床時間は規則正しくする
（10）健康を保つために必要な睡眠時間を確保する


